　　＜つるばみの衣＞　　資料①：焼け落ちた大仏と、大仏のeq \o(\s\up 9(さいけん),再建)
· 焼け落ちた大仏

　1180年12月28日。eq \o(\s\up 9(たいらのしげひら),平重衡)

eq \o(\s\up 9(ひき),率)いる平家軍と奈良の大寺のeq \o(\s\up 9(そうへい),僧兵)たちが、奈良の町の北でeq \o(\s\up 9(げきとつ),激突)した。平家軍はeq \o(\s\up 9(そうへい),僧兵)を打ち破り、坂の上の城にeq \o(\s\up 9(らんにゅう),乱入)し、夜で暗かったため、明かりを取るため付近の民家に火をつけた。おりからの強風にあおられた火はまたたくまに山下の奈良の町に燃え広がり、eq \o(\s\up 9(とうだいじ),東大寺)やeq \o(\s\up 9(こうふくじ),興福寺)に燃え広がった。平家軍におわれた僧たちは寺に逃げ込み、大仏殿の二階には多くのものが登り，そこへ猛火が襲った。eq \o(\s\up 9(とうだいじ),東大寺)は大仏と逃げ込んだ僧もろとも焼け落ちた。

　実際に見たものによると、大仏は全身が焼けただれ、首は焼けくずれて後ろに落ち、手も折れて下に落ち、大仏の周りには灰がうずたかく積もっていたという。

· 大仏eq \o(\s\up 9(さいけん),再建)
　　大仏が焼け落ちた翌年の６月。eq \o(\s\up 9(ちょうてい),朝廷)は大仏eq \o(\s\up 9(さいけん),再建)の係りと組織を設け、大仏eq \o(\s\up 9(さいけん),再建)に乗り出した。そして大仏・大仏殿eq \o(\s\up 9(さいけん),再建)は８月10日からとされ、全国のおおくの信者に金属や・銅銭

　や米や材木のeq \o(\s\up 9(きふ),寄付)を求めてeq \o(\s\up 9(さいけん),再建)されることとなった。

　１１８１年１０月　　大仏のeq \o(\s\up 9(ちゅうぞう),鋳造)開始

　１１８３年　２月　　大仏の手完成

　　　　　　　５月　　大仏の顔完成

　１１８５年　８月　　大仏の顔にeq \o(\s\up 9(きんぱく),金箔)がはられる

　１１８５年８月２８日。大仏の顔に目を入れる「eq \o(\s\up 9(かいがんくよう),開眼供養)」が行われた。

　　眼を入れる筆には「eq \o(\s\up 9(ぜん),善)の綱」とよばれる１２本の綱がつけられ、その綱の長さは１本760ﾒｰﾄﾙにもおよび、綱には多くの人がつかまりeq \o(\s\up 9(ねんぶつ),念仏)を唱えていました。やがて、筆を持った後白河法王が柱を登って大仏の顔に目を入れると、人々の興奮は高まり、舞台の上に、刀やeq \o(\s\up 9(じゅず),数珠)を投げ入れるものも出、大仏の完成に人々はおおいにeq \o(\s\up 9(ねっきょう),熱狂)したのでした。

　　以後も10年のeq \o(\s\up 9(さいげつ),歳月)をかけ、おおくの人のeq \o(\s\up 9(きふ),寄付)により大仏とeq \o(\s\up 9(とうだいじ),東大寺)はeq \o(\s\up 9(さいけん),再建)された。

　　＜つるばみの衣＞資料②　大和王権のしくみ













　　　　＜つるばみの衣＞資料③律令国家のしくみ



















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税・兵士としてつかえる
　　＜つるばみの衣＞　資料④「律令国家」ができるまで
年月
出来事と内容
外国の動き

589年

隋が中国を統一

593年
eq \o(\s\up 9(しょうとくたいし),聖徳太子)がeq \o(\s\up 9(すいこてんのう),推古天皇)のeq \o(\s\up 9(せっしょう),摂政)となる


603年
eq \o(\s\up 9(しょうとくたいし),聖徳太子)がeq \o(\s\up 9(かんい),冠位)12eq \o(\s\up 9(がい),階)を定め天皇中心のくにづくりをすすめる。


604年
eq \o(\s\up 9(しょうとくたいし),聖徳太子)がeq \o(\s\up 9(けんぽう),憲法)17条をつくり役人の心構えを定める


618年

唐が中国を統一

643年
eq \o(\s\up 9(しょうとくたいし),聖徳太子)の子、eq \o(\s\up 9(やましろのおおえのおう),山背大兄王)一族がeq \o(\s\up 9(そがし),蘇我氏)に殺される


645年
大化の改新⇒eq \o(\s\up 9(なかのおおえのおうじ),中大兄皇子)らがeq \o(\s\up 9(そがおおおみ),蘇我大臣)家を滅ぼす


646年
改新のeq \o(\s\up 9(みことのり),詔)が出され天皇中心のくにづくりがすすめられる。


649年
eq \o(\s\up 9(かんい),冠位)19階が定められ、eq \o(\s\up 9(はっしょうひゃくかん),八省百官)の国のしくみがつくられる


653年
eq \o(\s\up 9(こせき),戸籍)が作られ田畑を分ける準備がなされる






660年

唐と新羅が連合して百済を滅ぼす

663年
eq \o(\s\up 9(はくすきのえ),白村江)の敗戦（百済を再建しようとして負ける）
唐・新羅連合軍が日本を破る

664年
eq \o(\s\up 9(かんい),冠位)26階が定められる


668年
eq \o(\s\up 9(なかのおおえのおうじ),中大兄皇子)がeq \o(\s\up 9(そくい),即位)する（eq \o(\s\up 9(てんじてんのう),天智天皇)）
唐・新羅連合軍が高句麗を滅ぼす





670年
全国的にeq \o(\s\up 9(こせき),戸籍)を作り天皇中心の国づくりを進める


671年
白村江の捕虜が帰り、「唐が日本に攻めてくる」との知らせを持ってくる


672年
eq \o(\s\up 9(てんじてんのう),天智天皇)の死後、国づくりをめぐり対立が起きeq \o(\s\up 9(ないらん),内乱)となる（eq \o(\s\up 9(じんしん),壬申)の乱）


673年
乱に勝ったeq \o(\s\up 9(おおあまのみこ),大海人皇子)がeq \o(\s\up 9(そくい),即位)する（eq \o(\s\up 9(てんむてんのう),天武天皇)）


676年

新羅が朝鮮を統一





681年
eq \o(\s\up 9(りつりょう),律令)をつくりはじめ天皇中心の国づくりをすすめる






701年
eq \o(\s\up 9(たいほうりつりょう),大宝律令)完成する（天皇中心の国づくりが出来あがる）


　
　　＜つるばみの衣＞　資料⑤律令制のしくみ－本当に天皇中心なの？－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※太政官：５位以上の人（貴族）しかなれない　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　＜つるばみの衣＞　　　資料⑥「良民の生活」
· eq \o(\s\up 9(ひんきゅうもんどうか),貧窮問答歌)（eq \o(\s\up 9(まんようしゅう),万葉集)・eq \o(\s\up 9(まき),巻)の５・第892eq \o(\s\up 9(しゅ),首)　eq \o(\s\up 9(やまのうえのおくら),山上憶良)作）
　　　　　　　　　　　　　　－一部省略－
【貧しい役人の問い】
　　　　風に混じって雨と雪とがふるようなこんな寒い夜は何もすることがない。ふとんをかぶって寝るしかないのだが、私より生活の苦しいおまえたちは、こんな夜はどうしているのか？。
【生活の苦しい良民の答え】
　　太陽や月は明るくeq \o(\s\up 9(て),照)るというが、私のためにはeq \o(\s\up 9(て),照)ってはくれないのでしょうか。
　　eq \o(\s\up 9(ひとな),人並)みに田畑をeq \o(\s\up 9(たがや),耕)して働いているのに、綿も入っていないeq \o(\s\up 9(そまつ),粗末)なそでなしで、eq \o(\s\up 9(かいそう),海草)のようにボロボロにたれさがった服を肩にかけ、低い、屋根のeq \o(\s\up 9(かたむ),傾)いた小屋の中に、地べたにわらをばらばらにしいて、eq \o(\s\up 9(ちちはは),父母)は私のeq \o(\s\up 9(まくら),枕)もとに、eq \o(\s\up 9(つま),妻)や子は私の足のほうに、見を寄せ合ってeq \o(\s\up 9(なげ),嘆)きeq \o(\s\up 9(かな),悲)しみ、かまどにはeq \o(\s\up 9(けむり),煙)もたてず、米をeq \o(\s\up 9(む),蒸)すこしきにはクモがeq \o(\s\up 9(す),巣)をかけて飯をたくことも忘れ、うめき声をたてているというのに、『特別に短いものをさらにそのはしを切る』ということわざのように、むちを持ったeq \o(\s\up 9(さとおさ),里長)の声は、寝ているところまでやって来て、eq \o(\s\up 9(よ),呼)びたてている。
　　こんなになんともしかたのないものか、この世の中は。
【短歌】　　
　　世の中をeq \o(\s\up 9(う),憂)しとやさしと思えども
　　　　　　　　飛び立ちかねつ鳥にしあらば
（この世の中をつらい、いづらいと思うけど、どこへ飛んでいってしまうこともeq \o(\s\up 9(でき),出来)ない。鳥ではないのだから）
　　＜つるばみの衣＞　資料⑦「民の貧しさの原因は？」
· eq \o(\s\up 9(たいか),大化)のeq \o(\s\up 9(かいしん),改新)の「eq \o(\s\up 9(はくそうれい),薄葬令)」（646年３月22日）
　このごろわが人民が貧しいのは、むやみにeq \o(\s\up 9(りっぱ),立派)な墓を作るためである。そこでeq \o(\s\up 9(みぶん),身分)に応じた墓を決めたいと思う。
　　　eq \o(\s\up 9(こうぞく),皇族)（天皇の一族）の墓の中の部屋は、長さ約３ｍ幅1.6ｍ。外側の大きさは縦横13.5ｍ高さは約７ｍまでの盛り土とする。働く人は1000人。工事は７日で終わること。　
　　　大臣の墓の中の部屋の大きさはeq \o(\s\up 9(こうぞく),皇族)なみとし、外側の大きさは、縦横10.5ｍ高さは4.5ｍまでの盛り土。働く人は500人。工事は５日で終わること。
　　　下級の大臣の墓は、中の大きさは上に同じ。外側は縦横7.5ｍ高さは3.7ｍまで。働く人は250人。工事は３日で終わること。
　　　役人の墓は一番えらいものたちは、墓の中の部屋は長さ約３ｍ幅は1.2ｍ。盛り土はなし。働く人は100人。工事は１日で終わること。
　　　それ以下の役人の墓は、大きさは同じだが、働く人は50人で、工事は１日で終わること。
　　　eq \o(\s\up 9(しょみん),庶民)の死者は、地面に穴を掘って埋めなさい。
（中略）
　　また人が死んだときに、そのあとを追って死んだり、死ぬことをeq \o(\s\up 9(きょうせい),強制)したり、死者の馬を殺して埋めたり、宝物を埋めたりすることはしてはならない。
（中略）
　　このeq \o(\s\up 9(みことのり),詔)（天皇の命令）にそむいたものは、かならずその一族全てを厳しく罰する。
（日本書紀より）
　　＜つるばみの衣＞　資料⑧「朝廷のだした命令」
· 711年９月４日のeq \o(\s\up 9(みことのり),詔)（天皇の命令）
　　
　　近頃つぎのようなことを聞く。
　　諸国からeq \o(\s\up 9(ろうえき),労役)のために都に来た民が、都を作るeq \o(\s\up 9(ろうえき),労役)に疲れて、逃げ出すものが多い。禁止しようとしても止まらない。
　　（それなのに）現在eq \o(\s\up 9(ひらじょうきゅう),平城宮)（天皇の家）のeq \o(\s\up 9(かきね),垣根)はまだできておらず、eq \o(\s\up 9(ぼうび),防備)がeq \o(\s\up 9(ふじゅうぶん),不充分)である。とりあえず、eq \o(\s\up 9(えいへいじょ),衛兵所)（門番のいるところ）を建てて、eq \o(\s\up 9(ひらじょうきゅう),平城宮)の中にあるeq \o(\s\up 9(へいきこ),兵器庫)の武器をとられないよう固く守るべきである。
· 712年１月16日のeq \o(\s\up 9(みことのり),詔)（天皇の命令）
　　　　　諸国からeq \o(\s\up 9(ろうえき),労役)のために都に来た民がふるさとに帰るときに、食べ物がたらずに、たくさんのものがeq \o(\s\up 9(とちゅう),途中)の道でeq \o(\s\up 9(う),飢)えて、溝や谷にeq \o(\s\up 9(てんらく),転落)し、eq \o(\s\up 9(う),埋)もれ死んでいるといったことが少なくない。
　　国司たちはよく気をつけて民に優しくし、ふるさとに帰る民たちのeq \o(\s\up 9(ていど),程度)に応じて物をeq \o(\s\up 9(めぐみ),恵)与えるようにしなさい。
　　もし死んだものがあれば、とりあえずeq \o(\s\up 9(まいそう),埋葬)し、そのeq \o(\s\up 9(せいめい),姓名)を記録して、本人のeq \o(\s\up 9(こせき),戸籍)のある国にeq \o(\s\up 9(ほうこく),報告)しなさい。
（eq \o(\s\up 9(しょくにほんぎ),続日本紀)より）
　　＜つるばみの衣＞
　　　資料⑨：大仏eq \o(\s\up 9(こんりゅう),建立)のeq \o(\s\up 9(しょうむ),聖武)天皇のeq \o(\s\up 9(みことのり),詔)（eq \o(\s\up 9(てんぴょう),天平)15年10月15日）
　　　　　
　　私はたいしてeq \o(\s\up 9(りっぱ),立派)な人間でもないのに天皇のeq \o(\s\up 9(くらい),位)をうけつぎ、国中の人々をeq \o(\s\up 9(すく),救)うことをeq \o(\s\up 9(もくひょう),目標)にして、eq \o(\s\up 9(たみ),民)にたいして思いやりの心を持ってのぞんできた。しかし、全国のすべての人々が、そのeq \o(\s\up 9(おんけい),恩恵)にeq \o(\s\up 9(めぐ),恵)まれたわけではない。
　　そこで、仏の教えの力にたより、eq \o(\s\up 9(しぜんかい),自然界)もeq \o(\s\up 9(にんげんかい),人間界)もともにeq \o(\s\up 9(あんたい),安泰)となり、のちのちまでの幸せを願うeq \o(\s\up 9(じぎょう),事業)を行って、この世に生きるすべてのものが長くeq \o(\s\up 9(さか),栄)えることを願いたいと思います。
　　　　eq \o(\s\up 9(てんぴょう),天平)15年（743年）10月15日をもって、eq \o(\s\up 9(びるしゃなぶつ),毘盧舎那仏)のeq \o(\s\up 9(こんどう),金銅)の像を一体お造りすることにする。国中の銅をつくして像をつくり、大きな山をeq \o(\s\up 9(けず),削)ってeq \o(\s\up 9(ぶつどう),仏堂)を作り、ひろく仏の教えを全世界に広めることで、私も国中の人々も、皆おなじように仏さまに救われ、仏の教えを心から信じる気持ちになるようにしたい。
　　この国の富すべては私のものであり、この国の人々のすべてを動かす力を持っているのも私である。この富と力をもってすればこの像を造るのはeq \o(\s\up 9(かんたん),簡単)だが、すべての生き物が仏に救われ、仏の教えを信じるようにしたいという私の願いをeq \o(\s\up 9(じつげん),実現)することは，私の富と力をもってしても難しい。
　　ただ像をつくることにeq \o(\s\up 9(けんめい),懸命)となり、人々を苦しめたのでは、この仕事のeq \o(\s\up 9(しんせい),神聖)なeq \o(\s\up 9(いぎ),意義)を人々が感じることはなくなり、仏像をつくることをうらむようになっては、かえって人々が仏の教えを信じなくなり、eq \o(\s\up 9(じごく),地獄)におちることになるのではないかと恐れる。
　したがってこのeq \o(\s\up 9(じぎょう),事業)に参加するものは、毎日三度eq \o(\s\up 9(びるしゃなぶつ),毘盧舎那仏)をおがみ、日々の仕事を行うようにせよ。
　またもし、eq \o(\s\up 9(ひとえだ),一枝)の草や、eq \o(\s\up 9(ひとにぎ),一握)りの土のようなわずかなものでもeq \o(\s\up 9(きふ),寄付)して、仏を作る仕事に協力したい者がいれば、その願いをeq \o(\s\up 9(ゆる),許)そう。
　　国・郡の役人たちは、この仏を造る事業のため、人々の暮らしを乱したり、eq \o(\s\up 9(むり),無理)にeq \o(\s\up 9(ぶっし),物資)を取り立てたりすることがあってはならない。
　　国中の人々すべてにこの私の言葉を広め私の考えをすべての人々に知らせなさい。　　（eq \o(\s\up 9(しょくにほんぎ),続日本紀)より）
　＜つるばみの衣＞
　　　資料⑩：奈良時代の出来事
年

政治の出来事
社会の出来事

７０１
７０９
７１０
７１１
７１２
７２０
７２４
７２９
７３０
７３４
７３６
７３７
７４０
７４１
７４３
７５２
７５６
７５７

大宝律令の制定
平城京に都を移す
eq \o(\s\up 9(しょうむてんのう),聖武天皇)が位につく
eq \o(\s\up 9(ながやおう),長屋王)が天皇の位をめぐる争いのすえ自殺に追い込まれる
eq \o(\s\up 9(かつらぎおう),葛城王)、天皇の位をめぐるあらそいのすえ王の地位を追われる
eq \o(\s\up 9(ふじわらひろつぐ),藤原広嗣)がeq \o(\s\up 9(えきびょう),疫病)やeq \o(\s\up 9(ききん),飢饉)の責任をとれと反乱をおこす
国分寺・国分尼寺建立の詔出される
大仏建立の詔出される
東大寺大仏が完成
聖武天皇が亡くなる
eq \o(\s\up 9(たちばなならまろ),橘奈良麻呂)が天皇の位をめぐり反乱をおこす
百姓がeq \o(\s\up 9(ふろうにん),浮浪人)をかくまうのを禁止
都の労役から逃げ出す民がふえた
都に労役できた民が帰りに飢え死にする
eq \o(\s\up 9(ぎょうき),行基)たちが国の許可も無く僧になって諸国で寺を建てたり橋をつくったり堤防をつくったりお救い小屋を造ることを禁止
eq \o(\s\up 9(せやくいん),施薬院)をもうけ病気に苦しむ人々のeq \o(\s\up 9(ちりょう),治療)をはじめる
出挙（すいこ）を定めききんにそなえる
疫病（ほうそう）が流行し多くの人が死ぬ

　　　＜つるばみの衣＞　資料⑪：人々の気持ちをどうやって大仏つくりに向けたか？
○大仏造りに参加した人にはeq \o(\s\up 9(ちんぎん),賃金)とeq \o(\s\up 9(しょくりょう),食料)が払われていました。eq \o(\s\up 9(しょくりょう),食料)としては働く人には毎日eq \o(\s\up 9(げんまい),玄米)を平均して２eq \o(\s\up 9(しょう),升)配り、この人たちをeq \o(\s\up 9(かんとく),監督)する人には１eq \o(\s\up 9(しょう),升)４eq \o(\s\up 9(ごう),合)ほどを配りました。この米は毎日eq \o(\s\up 9(た),炊)いて配られ、eq \o(\s\up 9(きせつ),季節)ごとの野菜や木の実などと，eq \o(\s\up 9(みそ),味噌)やしょうゆやeq \o(\s\up 9(かいそう),海草)などもそえられていました。
　そして全国の村からeq \o(\s\up 9(ろうえき),労役)で来た人にも、米・eq \o(\s\up 9(ぜに),銭)・布などが渡されました。
○大仏造りに自分から協力した人もたくさんいました。その一人のeq \o(\s\up 9(ぎょうき),行基)は、国からはeq \o(\s\up 9(せいしき),正式)のお坊さんとして認められてはいなかったのですが、自分のeq \o(\s\up 9(でし),弟子)たちをeq \o(\s\up 9(ひき),率)いて、大仏造りのためにeq \o(\s\up 9(きんぴん),金品)のeq \o(\s\up 9(きふ),寄付)を求めたり、事業に参加するよう呼びかけました。
　　豪族の生まれのeq \o(\s\up 9(ぎょうき),行基)は、仏の教えを広めながら、自分の一族のeq \o(\s\up 9(とらいじん),渡来人)たちの協力を求め、各地で、橋を作ったり，池やeq \o(\s\up 9(みぞ),溝)を掘り、人々のためにつくしていました。そのためeq \o(\s\up 9(ぎょうき),行基)のよびかけには多くの人がこたえ、朝廷はeq \o(\s\up 9(ぎょうき),行基)をeq \o(\s\up 9(だいそうじょう),大僧正)（お坊さんの中で一番eq \o(\s\up 9(えら),偉)い位）につけ、さらに多くの人の協力ができるよう願いました。
　　　　（日本人はどのように建造物をつくってきたか「奈良の大仏」より）
　　○eq \o(\s\up 9(しょうむてんのう),聖武天皇)は貴族や豪族が大仏づくりにeq \o(\s\up 9(きふ),寄付)をするかわりとして、人々が自分の力でeq \o(\s\up 9(かいこん),開墾)した田んぼを永久にその人の財産にしてよいという法律（eq \o(\s\up 9(こんでんえいねんしざいほう),墾田永年私財法)）を743年の６月に出しました。
　　　そして貴族の一位の位のものには500eq \o(\s\up 9(ちょう),町)（１eq \o(\s\up 9(ちょう),町)は一辺132ｍの正方形）、二位のものには400eq \o(\s\up 9(ちょう),町)、三位のものには300eq \o(\s\up 9(ちょう),町)、四位のものには200eq \o(\s\up 9(ちょう),町)、五位のものには100eq \o(\s\up 9(ちょう),町)、六位以下八位以上のものは50eq \o(\s\up 9(ちょう),町)、それいかのeq \o(\s\up 9(しょみん),庶民)には10eq \o(\s\up 9(ちょう),町)までeq \o(\s\up 9(こんでん),墾田)を自分のものにして良いと定めた。
　　　　　　　　　（eq \o(\s\up 9(しょくにほんぎ),続日本紀)より）
　　＜つるばみの衣＞　資料⑫　「庶民の歌」
　【万葉集巻の７・1311】
· つるばみのeq \o(\s\up 9(きぬ),衣)は人みなeq \o(\s\up 9(こと),事)なしと
　　　　　　　言いし時より
　　　　　　　　　　　　eq \o(\s\up 9(き),着)

eq \o(\s\up 9(ほ),欲)しくeq \o(\s\up 9(おも),思)おゆ　　
※つるばみの衣：つるばみ（ドングリの実のしる）でそめた黒っぽい衣。eq \o(\s\up 9(せんみん),賎民)のなかでももっとも身分の低いeq \o(\s\up 9(ぬひ),奴婢)が着るもの。
※事なし　　　：わずらわしい事
※だいたいの意味：つるばみの衣を着た人は、だれでもがみなわずらわしい事がないと言うのを聞いた時から、私は（つるばみの衣を）着てみたいことだと思っている。



�eq \o(\s\up 9(おおきみ),大王)�





中央豪族（臣）





地方豪族（臣・君）





大王の家来（連）
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�eq \o(\s\up 9(しゆうち),私有地)�


（�eq \o(\s\up 9(たどころ),田荘)�）








�eq \o(\s\up 9(しゆうち),私有地)�


（�eq \o(\s\up 9(たどころ),田荘)�）








�eq \o(\s\up 9(しゆうち),私有地)�


（�eq \o(\s\up 9(みやけ),屯倉)�）





　　　　　　　　　　　税の流れ


　　　　　　兵士として


　　　　　　　　つかえる
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�eq \o(\s\up 9(だいじょうかん),太政官)�





○○�eq \o(\s\up 9(しょう),省)�





�eq \o(\s\up 9(ちゅうおうきぞく),中央貴族)�
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�eq \o(\s\up 9(こくし),国司)�
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�eq \o(\s\up 9(ちほうごうぞく),地方豪族)�





�eq \o(\s\up 9(ぐんじ),郡司)�





�eq \o(\s\up 9(ぐんじ),郡司)�
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�eq \o(\s\up 9(べんかんきょく),弁官局)�


役所を動かす





�eq \o(\s\up 9(げききょく),外記局)�


文書を作る














（�eq \o(\s\up 9(だじょうだいじん),太政大臣)�）


�eq \o(\s\up 9(さだいじん),左大臣)�


�eq \o(\s\up 9(うだいじん),右大臣)�


�eq \o(\s\up 9(だいなごん),大納言)�


�eq \o(\s\up 9(ちゅうなごん),中納言)�


�eq \o(\s\up 9(さんぎ),参議)�





�eq \o(\s\up 9(だじょうかん),太政官)�





郡





国





里（民）











さまざまな役所（省）











天皇





天皇が命令を出す時


役所が天皇の考えを文書にする。


外記局が言葉のまちがいを直す。


弁官局が内容に問題があれば直す。


議政局で話し合い問題なところは直して天皇に出す。


天皇がＯＫなら弁官局が命令として出す。





�eq \o(\s\up 9(ぎじょうきょく),議政局)�


方針を決める





②大事な事を決める時


（a）弁官局が役所からでたことをまとめる。


（b）議政局で話し合ってだいたいの方針を決める。


（c）天皇の意見を聞く。


（d）天皇と議政局の意見が一致したら決定。


（e）弁官局が役所に命令する。








